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ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
傍
聴
受
付 

＊
本
会
議 

　
西
庁
舎
９
階
の
傍
聴
席
入
口 

＊
委
員
会 

　
西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局 

　
　
高
松
　
さ
と
し 

議
員 

（
新
住
所
） 

　
　
東
大
泉
５
―
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―
201
 

あ
と
が
き

あ
と
が
き 

あ
と
が
き 

定
例
会

定
例
会
の
開
催
予
定

開
催
予
定 

定
例
会
の
開
催
予
定 

次
回
の
定
例
会
は
、 

６
月
１
日
（
金
） 

か
ら
の
予
定
で
す
。 

短
　
　
信

短
　
　
信 

短
　
　
信 

　
●
住
所
の
変
更 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
お
よ

び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、

ほ
ぼ
全
世
界
の
国
と
地
域
か
ら
選

手
団
が
参
加
す
る
最
大
規
模
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
人
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、

人
類
の
相
互
理
解
と
国
際
平
和
の

実
現
に
貢
献
し
て
き
た
。
中
で
も

日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、
世
界
に

わ
が
国
の
存
在
感
を
示
し
、
国
民

に
大
い
な
る
夢
と
希
望
を
与
え
て

き
た
。 

　
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
巨
大
な
津
波
に

よ
る
災
害
や
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
等
、
未
曽
有
の
複
合
災

害
を
ひ
き
起
こ
し
、
わ
が
国
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
現
在
、

国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
被
災
地
の

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の

過
程
に
お
い
て
、
国
民
が
心
を
奮

い
立
た
せ
、
一
つ
に
な
れ
る
夢
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

東
京
に
お
い
て
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す

る
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際

し
て
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多

大
な
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
よ
い
機
会
と
も
な
る
。 

　
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
の

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

が
、
戦
後
の
混
乱
と
荒
廃
か
ら
復

興
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
界
に
示

し
た
よ
う
に
、
２
０
２
０
年
（
平

成
32
年
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
わ
ず
か
９
年

で
再
び
力
強
く
復
興
し
た
姿
と
日

本
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に

示
す
こ
と
が
で
き
、
わ
が
国
自
身

に
と
っ
て
も
復
興
を
な
し
遂
げ
る

た
め
の
象
徴
的
な
目
標
と
な
る
。

さ
ら
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
開
催
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
浸

透
に
よ
る
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
、
だ
れ
も
が
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
共

生
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。 

　
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
ス
ポ

ー
ツ
基
本
法
が
平
成
23
年
８
月
に

施
行
さ
れ
、
国
家
戦
略
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京

に
お
い
て
は
、
国
民
体
育
大
会
と

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
一

つ
の
祭
典
と
し
て
開
催
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
機
を
と
ら
え
て
国
際
大

会
を
東
京
に
招
致
す
る
こ
と
は
、

時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
に
あ
た
っ
て
は
、
練
馬
区
の
ま

ち
づ
く
り
や
交
通
網
の
整
備
に
寄

与
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
世
界
と
の
絆
を
築

く
べ
く
、
２
０
２
０
年
（
平
成
32

年
）
開
催
の
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
お
よ
び
第
16
回
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招

致
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

　
以
上
、
決
議
す
る
。 

 

　
平
成
24
年
３
月
９
日 練

馬
区
議
会 

　
我
が
国
は
、
広
島
、
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
を
経
験
し

た
唯
一
の
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
年
に
わ
た
り
、
全
世
界
に
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
、
ま
た
国
際
社

会
も
核
軍
縮
や
核
実
験
全
面
禁
止

へ
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。 

　
練
馬
区
は
、
昭
和
58
年
（
１
９

８
３
年
）
10
月
３
日
に
、
す
べ
て

の
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
っ
て
、
「
非
核
都
市
練

馬
区
宣
言
」
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
中

国
、
更
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
が
行
っ
た
核
実
験
に
抗

議
し
、
即
時
中
止
を
求
め
る
要
請

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北

朝
鮮
が
行
っ
た
核
実
験
に
つ
い
て

も
、
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

核
実
験
を
今
後
行
わ
な
い
よ
う
強

く
求
め
る
決
議
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
を
重

ね
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴

国
が
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）

７
月
に
未
臨
界
核
実
験
を
開
始
し

て
以
来
、
昨
年
７
月
〜
11
月
に
３

回
目
お
よ
び
４
回
目
の
新
型
の
核

性
能
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
本
区
は
、
貴
国
が
「
未

臨
界
核
実
験
」
お
よ
び
「
新
型
の

核
性
能
実
験
」
を
即
時
中
止
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
に
先
導
的
役
割
を
果
た

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
い
た
し
ま

す
。 

 

　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
１

月
11
日 

▽
あ
て
先
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大

　
統
領 

　
東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
本
年

１
月
、
４
月
１
日
か
ら
の
企
業
家

向
け
の
大
口
契
約
者
（
自
由
化
部

門
）
に
対
す
る
電
気
料
金
値
上
げ

を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
中
小
企
業

や
家
庭
向
け
の
契
約
（
規
制
部
門
）

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
値
上
げ
実
施
の
意
向
を

表
明
し
て
い
る
。 

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
大
口
契

約
者
向
け
の
電
気
料
金
は
平
均
17

％
、
家
庭
向
け
は
平
均
10
％
も
の

大
幅
な
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
生
活
や
事
業
活

動
に
必
要
不
可
欠
な
電
力
事
業
は

事
実
上
独
占
市
場
で
あ
り
、
規
制

部
門
契
約
者
で
あ
る
中
小
企
業
や

一
般
家
庭
は
、
他
の
電
気
事
業
者

を
選
択
す
る
余
地
す
ら
な
い
現
状

で
の
値
上
げ
は
、
首
都
圏
で
経
済

活
動
を
行
う
企
業
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
と
り
わ
け
経
営
基
盤

の
脆
弱
な
中
小
企
業
に
与
え
る
影

響
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

　
今
回
の
値
上
げ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停
止
な

ど
に
伴
う
燃
料
費
等
の
増
加
に
よ

り
、
深
刻
な
経
営
状
況
で
あ
る
た

め
と
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
燃
料

費
等
の
負
担
増
分
６
８
０
０
億
円

の
詳
細
や
経
営
合
理
化
の
具
体
的

内
容
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
算
定

根
拠
が
明
確
で
あ
る
と
は
言
い
が

た
い
。 

　
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て

は
真
摯
な
経
営
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
情
報
の

開
示
や
企
業
努
力
が
徹
底
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
姿
勢
に
は
疑
問
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、

電
力
事
業
に
お
け
る
地
域
独
占
の

弊
害
に
よ
る
高
コ
ス
ト
構
造
解
消

の
見
通
し
も
示
さ
れ
て
い
な
い
現

状
で
は
、
値
上
げ
は
到
底
、
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

　
わ
が
国
の
景
気
は
、
緩
や
か
に

持
ち
直
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

円
高
や
欧
州
経
済
危
機
な
ど
に
よ

り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の
電
気

料
金
の
安
易
な
値
上
げ
は
、
日
本

経
済
悪
化
の
要
因
と
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
区
民
生
活
や
区
内
中

小
企
業
の
経
営
に
与
え
る
影
響
は

深
刻
で
あ
り
看
過
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
貴
職

に
対
し
、
電
気
料
金
値
上
げ
の
見

直
し
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す

る
。 

　 　
平
成
24
年
３
月
２
日 

▽
あ
て
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、
経

　
済
産
業
大
臣 

　 ※
　
同
様
の
内
容
の
要
望
書
を
、

　
平
成
24
年
３
月
１
日
に
、
東
京

　
電
力
株
式
会
社
取
締
役
社
長
あ

　
て
に
提
出
し
ま
し
た
。 

　
国
が
地
方
自
治
体
の
仕
事
を
さ

ま
ざ
ま
な
基
準
で
細
か
く
縛
る
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
や
、

都
道
府
県
か
ら
区
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
を
進
め
る
た
め
の
地
域
主

権
一
括
法
の
第
１
次
・
第
２
次
一

括
法
が
、
昨
年
の
通
常
国
会
で
成

立
し
た
。
291
項
目
に
わ
た
る
第
３

次
見
直
し
も
昨
年
末
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
本
年
の
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。 

　
一
方
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
地

方
自
治
体
は
、
人
件
費
の
抑
制
、

事
務
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

よ
る
歳
出
削
減
な
ど
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、

財
源
の
多
く
を
国
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
行
政
水
準
の
確
保
に
費
や

さ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
地
方
自
治
体
は
、
農
林
水

産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
少
子
・
高
齢
社
会
、
高
度
情

報
化
へ
の
対
応
、
防
災
対
策
や
各

種
社
会
資
本
整
備
な
ど
重
要
な
課

題
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
財
政
需
要

に
対
応
し
得
る
地
方
財
政
基
盤
の

充
実
・
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。 

　
地
域
主
権
改
革
は
、
地
域
住
民

が
自
ら
考
え
、
そ
の
行
動
と
選
択

に
責
任
を
負
う
と
い
う
住
民
主
体

の
発
想
に
基
づ
く
改
革
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
明
治
以
来
の
中
央

集
権
体
質
か
ら
の
脱
却
、
国
と
地

方
が
対
等
の
立
場
で
対
話
で
き
る

関
係
へ
の
根
本
的
な
転
換
を
進
め

て
い
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な

権
限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の
充

実
を
図
る
た
め
、
下
記
事
項
を
速

や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。 

 
記 

 

１
　
政
府
に
お
い
て
は
、
権
限
移

　
譲
に
伴
い
必
要
と
な
る
財
源
措

　
置
を
確
実
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、

　
移
譲
時
に
必
要
と
な
る
電
算
シ

　
ス
テ
ム
整
備
な
ど
臨
時
的
経
費

　
に
つ
い
て
も
確
実
に
財
源
措
置

　
を
行
う
こ
と
。 

２
　
都
道
府
県
か
ら
基
礎
自
治
体

　
へ
の
権
限
移
譲
に
お
い
て
は
、

　
事
務
引
継
ぎ
、
研
修
、
職
員
派

　
遣
、
都
道
府
県
・
区
市
町
村
間

　
の
推
進
体
制
の
構
築
な
ど
、
基

　
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
が
円

　
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
政
府

　
は
、
移
譲
の
時
期
、
具
体
的
な

　
財
源
措
置
な
ど
必
要
な
事
項
に

　
つ
い
て
地
方
側
に
十
分
な
情
報

　
提
供
を
行
う
こ
と
。 

３
　
厳
し
い
行
財
政
環
境
や
超
高

　
齢
化
の
進
行
の
中
で
、
移
譲
さ

　
れ
る
権
限
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

　
人
員
体
制
等
も
含
め
、
各
区
市

　
町
村
単
独
で
の
権
限
移
譲
に
課

　
題
を
抱
え
る
地
域
も
あ
る
も
の

　
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広

　
域
連
合
の
設
立
手
続
の
簡
素
化

　
な
ど
も
含
め
、
区
市
町
村
が
共

　
同
で
柔
軟
に
権
限
を
行
使
で
き

　
る
仕
組
み
を
整
備
し
、
地
域
の

　
実
情
に
応
じ
た
効
率
的
な
権
限

　
移
譲
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

　
こ
と
。 

４
　
地
方
の
自
主
性
・
裁
量
性
を

　
拡
大
し
、
地
方
の
特
性
に
応
じ

　
て
事
務
が
行
え
る
よ
う
、
今
後

　
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
国

　
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
お
い

　
て
地
方
と
の
十
分
な
協
議
を
行

　
う
こ
と
。 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　 　
平
成
24
年
３
月
９
日 

▽
あ
て
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、
総

　
務
大
臣
、
地
域
主
権
推
進
担
当

　
大
臣 

●
安
易
な
電
気
料
金
値
上
げ
の 

　
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書 

意
　
　
見
　
　
書 

決
　
　
議 

要
請
書

 
 

第
一
回
定
例
会
で
可
決
し
た

決
議
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

　
大
会
お
よ
び
第
16
回
パ
ラ
リ

　
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京

　
招
致
に
関
す
る
決
議 

１
月
11
日
に
提
出
し
ま
し
た
。 

●
「
未
臨
界
核
実
験
」
お
よ
び

　
「
新
型
の
核
性
能
実
験
」
中

　
止
を
求
め
る
要
請
書 

●
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権

　
限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の

　
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

第
一
回
定
例
会
で
は
、
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。 


